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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：土木工学 ・ 水工学 
キーワード：河畔植生、栄養塩輸送、粒状有機物、底生動物、付着藻類、連続水質モニタリング、伏流

挙動、生息場所特性 
 
１．研究計画の概要 
本研究は，河川の流れ・物質輸送・生物動

態の相互作用を解明し，河川生態系が河川の
水・物質循環に果たす役割を定量的に明らか
にすることを目的とする．この最終目的を達
するため，河川の水・物質循環を構成する主
要な要素として，河川水・地下水の流れ，土
砂輸送，有機物・栄養塩輸送，河畔植生，藻
類，水生昆虫，魚類，土壌微生物を取り上げ，
(1)河畔植生の効果を取り入れた水・土砂・有
機物・栄養塩輸送機構の解明，(2) 藻類，水
生昆虫，魚類を中心とした河川水内での生物
生産と物質輸送機構の解明により，それぞれ
の要素間の相互の関係を記述する． 
 

２．研究の進捗状況 
(1)河畔植生の効果を取り入れた水・土砂・有
機物・栄養塩輸送機構の解明 
河川水・伏流水の流れ，河道内砂州の地形，

栄養塩・有機物の変化に関する現地観測を実
施し，現地で採取した河川水・地下水につい
て有機物・栄養塩量を計測することにより，
地下水による物質輸送量を定量化した．この
際，植生の繁茂が進行している砂州や植生が
繁茂していない砂州を含む約 10km 程度の砂
河川区間に着目し，植生の繁茂状況と洪水時
の冠水頻度から景観を区分するとともに，各
ユニットにおける脱窒・硝化，有機物・栄養
塩の捕捉といった生態的機能の評価を行っ
た．さらに，特徴の異なる砂河川，礫河川の
それぞれにおいて，植生域変遷とそれに伴う
砂州の発達，砂州内の土砂捕捉効果について
モデル化を行った． 
(2)藻類，水生昆虫，魚類を中心とした河川水

内での生物生産と物質輸送機構の解明 
河川水中において，流れ，有機物栄養塩量，

付着および浮遊藻類量，底生生物量，魚類量
調査を実施した．ワンドを有する感潮河川に
おいて，水辺，澪筋といった特徴的な景観に
おける現地観測結果に基づき，生息する底生
動物の群集構造から生息場所を類型化し，各
類型の物理特性を考察することで，生物生産
に必要な物理条件を明らかにした．特に，汽
水性二枚貝が浮遊性藻類を濾過摂食する過
程に着目し，これらの成長過程を追跡しなが
ら各景観における水質浄化能評価を行った． 
以上の 2 点から，現地観測，室内実験，数

値解析を併用して河川内での生物生産と物
質輸送機構を結びつけるモデル開発を進め
ている． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
理由：上記に記載した通りの進捗状況であり，
個別対象に関する研究は着実に成果をあげ
ている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記３にあるように，進捗はほぼ予定通り

である．今後は，昨年度から着手し始めた取
り纏め作業，すなわち，これまで個別に開発
されてきたサブモデルを「河川生態系の物質
循環機構」を記述できる総合モデルへの集約
化を推進していく予定である． 
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